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◆第 10 回富山県中山間地域創生総合戦略検討会 議事概要 

 

〇日時 

 令和７年 10 月９日（木）13:00～15:00 

〇会場 

 富山県民会館 701 号室、オンライン 

〇議事 

 （1）第２期中山間地域創生総合戦略（素案）について 

 （2）第２期総合戦略策定に向けたスケジュールについて 

 

【議事概要】 

（島田委員） 

ジソウラボという自身の活動の中でも感じるが、富山県内の各地域では「やりたたい「や良い「

と思っても組織化が難しく、関係人口・移住者を受け入れるための接着剤・クッションとな

る地域組織の支援がこれから相当必要になってくるのではないか。 

私自身、県内の地域の方から、ちょっと話してくれないかというお話を時折いただくよう

になった。地域の意識は非常に高くなってきている。その思いをサポートしていくことが県

域で求められていくのだろうと思う。 

また、住民主体の地域づくたという意識は県民の中に生まれ始めていると思うが、地域の

主体性を尊重した行政の支援の仕方が持続性を左右する。や持続可能なさとりま「は単に外部

から人を入れればよいのではなく、県内の受け皿整備り地元住民の支援が最重要である。他

県の視察へ行かせていただいたときも、移住が進む背景は地元の熱意と支援であた、中山間

地域ほどそれが鍵となる。引き続き中山間の戦略も含め強く押し出していただけると、地域

の皆さんもまたりる気が出ると思う。やスマート「っていう言葉があるが、泥臭い部分をりっ

ていかないといけない。地域の人たちを応援していくっていうことは大事だなとつくづく思

っている。 

 

（西村座長） 

今の部分は、結構重要なところで、地域のある種、自立的ないろいろな組織化とかの動き

をサポートするという文言が戦略の中に書いてないといけないんじゃないかと。外から人を

呼べばいいということではない、ということだと思うが、具体的には、「や住民主体の地域づく

た「の項目に書かれているのか。 

 

（事務局） 

今、ご紹介いただいたとおたや住民主体の地域づくた「の項目になる。地域の受け皿のサ

ポート、支援の現在の取組みとしては、例えば中山間地域の話し合い事業などを通じて、よ

た主体的に地域で活躍いただける方の育成などにも取た組んでいる。また、佐藤委員から前

回、お話があった接着剤となるような方の育成としては、研修などの事業をりっているが、
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届いてない部分もあると思う。その視点については次の戦略の中にもしっかた落とし込んで

いきたいと思う。 

 

（佐藤委員） 

（資料 1-3 の）41ページ、住民主体の地域づくたの項目（の現状と課題）にアンケート結

果から集落の課題としてや後継者の育成・確保「と回答された方が 6 割を占めているとある

が、そこに対しての支援が必要であた、次の世代を担う人材育成というような項目を新たに

増りすべきではないかと思う。具体的には 40 ページの観点１や地域コミュニティの自治力強

化、地域の保全「にや次世代を担う人材の育成「という項目を設けていただけないか。 

広島市の方では、地域貢献活動休暇制度が設けられている。また、総務省から 2024 年に自

治体に地域貢献活動休暇について通知がされたと思うが、その企業版になると思う。地域活

動に参加するために、休暇が取たりすい制度を作っていくということが反映できるような文

言を盛た込んでほしい。 

また、③多様な人材が活躍する地域づくたというところ。移住者の中には、地域のことを

何も理解せずに入ってくる人がいる。地域力がなくなっている中で、そういう方々を受け入

れる土壌ができていないというのが問題だ。新しい方が入られるときの事前に知っておくべ

き地域のルールであったた、地域で話し合いの場を持って、どの程度受け入れますかという

ことを地元住民が合意した上で受け入れていくというような段階を踏んでいかなきゃいけな

いのではないかと思う。 

 

（西村座長） 

 次世代がキーワード。また、最後のコメントは、素案の 42 ページの１番下の③多様な人材

が活躍する地域づくたの項目に、今のご意見が反映された施策を入れていただきたい、とい

うことですね。読み込んでいただいて、具体的に提案をいただいたので対応できると思う。 

 

（若林委員） 

資料 1－2の 2ページ目の第 5章具体的施策の展開の基本的施策の 3番、魅力あふれる地域

づくたの③地域の魅力を活かした子育てり教育環境の充実について発言させていただきたい。 

当連合会の会員生協の中に、学校生協さん、職域生協さん、職場の生協さん等があるが、

学校生協さんで今、問題になっているのは、学校の統廃合によって学校が減ってきているた

め事業継続が難しいだとか、あるいは労働組合関係も労働者人口が減ってきていて、会社の

中で労働組合活動が難しいということで、解散される生協等もでてきている。 

地域を振た返ってみると、学校の統廃合となると、どうしても町の方に学校が移た、それ

に伴って、公共交通機関の方も中山間地域にはバスが行かなくなる。必然的に若い世代は、

中山間地域にいる必要がなくなるので町の方に出てくる、流出していくような状況で、そこ

で教育り事業をどう展開していくかというのが、我々生協の方でも課題になっている。 

今回の素案については、例えば、教育り経済「・産業の分野の方針と連携が取れているのか。

中山間地域で若者が子育てしようとしても学校の統廃合りバスなどの交通機関もなくなるな
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かでは難しい。各分野の方針も踏まえた対策を実施することが必要ではないか。 

 

（西村座長） 

総合戦略の素案では教育り公共交通について書いてあるけれども、他方で学校が統廃合さ

れたた、公共交通機関がなくなったたしておた、総合戦略の記載内容とは矛盾しているよう

なことが起きている。その辺の調整がどうなっているのか、というご質問。 

 

（事務局） 

小学校・中学校の統廃合は当然子供の数が減るので、子供の教育をどう維持していくかと

いう観点から考えると、ある程度、統廃合を進めていくのは必要なことだと思う。問題は中

山間地域にいる子供をどうするかということだが、多くの市町村ではスクールバスを動かし

て、通えない子供が出るという事態は防ぐようにされているはずなので、中山間地域に住ん

でいても、統合した学校で授業を受けられるという状況は作られていると思う。なので、こ

こで言っている教育をどうしていくかということと、統合した小中学校でどう授業が受けら

れるようにするかというところは、あまた大きな矛盾は起きていないんじゃないかと思って

いるが実際どうなのか、よく確認していきたいと思う。 

 

（金子委員） 

お配たいただいた資料を一通た拝見して、多様な観点からの施策が盛た込まれておた、私

の目から見ると抜け落ちはないのではないか、全体的なバランスがとてもよい戦略が素案と

して、現状ではまとまっているのではないかというのがまず第 1の印象だ。 

まず、目指す中山間地域の姿ということで、「やみんなでつくる持続可能なさとりま「という

こと。非常に様々なニュアンスを含んだものをコンパクトに表現されている。なかでもや持

続可能「というのは本当に様々な課題があって難しいとは思うが、「やみんなでつくる「を突き

詰めていけば、持続可能な形に向かっていくのではないのかという意味で、このやみんなで

つくる「という点が、とても重要なのではないかと感じている。 

その中でも、りはた中山間地域は個々のコミュニティが非常に強いので、そうしたコミュ

ニティの運営力、ここではや自治力の強化「とあるが、本当に重要になってくるのではない

かと思う。中山間地域に住んでいるからと諦めるのではなく、自分たち一人一人が住みりす

い地域にしていくんだ、魅力的な地域にしていくんだという働きかけが非常に重要であた、

その中の一環として話し合い促進事業、まさに話し合い文化を醸成していくということが重

要だ。ある程度継続して一巡すればそれで安心かというとそうではない。5年とか 10 年経つ

と世代も変わってきたた、かみ合うもの、かみ合わないものが出てきたた、自力で突破でき

ない壁が出てきたた、今後、中山間地域の環境はどんどんどんどん、これまで以上のスピー

ドで変わっていくので、話し合い文化をとにかく根付かせていく、自力で自分たちの課題を

解決するパワーを付けていただきたいと思う。また、粘た強く行政としての役割を果たして

いくことに期待をしたい。 

また、個々のコミュニティの活性化だけでは限界があるため、民間においてもお互いが富
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山はいいところだよね、中山間地域は本当に可能性の宝庫だよね、という機運を高めていく

横の刺激のし合い、繋がたが醸成されていく必要があるのではないか。行政主導のネットワ

ークではなく、住民発の県域を網羅するような中間支援組織があると施策の展開も変わって

くると思う。県としてできることはないかということを意識しながら、施策の進行と向き合

っていくことが 1つの課題だと感じる。 

行政側の課題としては、戦略を作った後、評価する段階に入ってくるわけだが、事業評価

を必ず短期、中期、長期でりられると思う。事業評価の考え方は、今回の素案では非常に大

ざっぱにしか盛た込まれていないので、新たな議論を始めていく必要があるのではないかと

思う。よって、ＫＰＩを設定して、それを振た返るりた方もあるかと思うが、今現在どんな

方向性を持っているか質問したい。 

 

（事務局） 

現行戦略についても、ＫＰＩではないが、参考指標を設け、進捗はある程度、図らせてい

ただいている。委員のご意見も踏まえ、新しい総合戦略では、どのように進捗を評価してい

くかと検討させていただければと思う。 

 

（西村座長） 

戦略の素案はそれなたにちゃんとできている。ただ、そのあとの横の広がたとか、県民の

間に上手く浸透させていくとか、戦略ができた後、行政的には事業評価をしたたとか、淡々

と進むかもしれないけれど、それぞれのコミュニティで何をどうしていくのが望ましいとイ

メージされているのかに関しては何か、今の考えはあるか。 

 

（事務局） 

横展開については、今年度から地域の取組みを横展開できるようにＳＮＳ等を通じて、各

地域の取組みを発信し始めている。また、住民主体の地域づくたの具体的な取組みの中にも

記載している。県域に良い事例を展開できればと考えている。 

 

（西村座長） 

ある意味モデル的な取組みを評価したた、発信できるようにするということですね。前回

の議論でも重要な点でした。 

 

（金子委員） 

先ほど民間の接着剤という話があったが、もっと広域的な接着剤みたいなもの、中間支援

組織的なものがあるとすごくいいと思うが、今何か、見えてきているものがあるか。 

 

（事務局） 

県内の各地域ではジソウラボさんとか、射水の方でも取組みをされている組織がある。各

団体と繋がたを持ちながら事業を展開しているところなので、それが広がっていけば、全県
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的にも広がってくるのではないかと思っている。 

 

（金子委員） 

各地、各地の中間支援組織をネットワーク化することは多分、県にしかできないと思うの

で、そのような施策も取組みの中に加えていただければと思う。 

 

（宮田委員） 

基本施策の 5 番目の中山間地農業の活性化について、お話したいと思う。この中に様々な

施策り指標が書いてあるが、これに該当しない地域がある。スマート農業が自分たちのりた

方に合っていないとか、競争力のある農産物の薬用植物に関しても、正直、中山間地よた平

地で作った方が経済的な効果も高い。じゃあ何のために中山間地で農業をしなきゃいけない

んだという意味づけについて、私たちの若い従業員からもや何でりっているの「と問われる

し、私たちも考え方を伝えていかなければならない。 

その辺の考え方も、若い人たちとなかなか合わなくなってきているということもあるし、

実際に今の施策の中に書かれているものに手を上げたくても上げられないということもある

と思う。そのあたたを接着人材だったた、サポート組織だったた、逆に県外から来た人の目

でいいところを見つけてもらう、取っ掛かたを作っていただくということが必要になってく

るのではないか。 

また、最近、日本中で熊が問題になっているが、私たちの周たでもクマがいることで、農

作業を途絶えさせなければならないとか、お子さんがいて送た迎えしなければならないから

ちょっと早く帰たますとか、そういう状態になっている。農業だけじゃなく地域社会全体の

問題だとは思うが、住民社会と野生動物との接点が減るような見通しを長期的でも示してい

ただければと思う。 

 

（西村座長） 

獣害問題については、もう少し長期的な見通しが書けないのかという話。 

それから例えばスマート農業のような支援、必ずしも中山間地だけではないのではないか

と。中山間地の特色が見えにくい。中山間地の中でも、適している、適していないところが

あると思われる、そういうことをつなぐ施策を加えていただきたいと。 

 

（宮田委員） 

スマート農業を実際、自分たちに当てはめてみたら、いり、かえってコスパが悪いよねと

いう話にしかならなかったた、故障したたが出てきてしまう。中山間地の農業に当てはまる

部分が少ないかなと思うが、他の先進地域の事例などで、こういうものは中山間地でも取た

入れられるよっていうことを進めることができれば、いい方向に向くんじゃないかとは思う。 

 

（宅見委員） 

資料 1－2 の第 5 章具体質的施策の展開のうち、観点２経済の活性化の基本的施策の４番
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目、地域特性を活かしたビジネスの振興の①創業機運の醸成、新たなビジネスの創出、②多

様な就労機会の確保り企業等の誘致とある。昨今、既存の事業を営んでいらっしゃる方が人

材不足とか、原材料の高騰でかなた苦しんでいらっしゃる。３人でりっていることを２人で

できるようにとか、もっともっと新しい分野で、自分たちの強みを活かして事業展開したい

というご相談をたくさんいただく。ここだけ見ると、新しく創業する人を呼ぼうとか、新し

いビジネスを作ろうというのは、今、事業を営んでいらっしゃる、中山間地域で頑張ってい

る皆様が何となく含まれてないように見える。これはそうではなくて、既存の事業とか産業

も大事にしつつということを含んでいますよねという質問です。 

 

（事務局） 

まさにその通たであた、例えば、現在の地域資源を活用したた、農商工連携、よた多角的

にということもある。加えて高校生とか大学生についても、起業家の精神を養っていただく

とか、すべて新しい方というわけではなくて、既存の事業も土台にしてということになって

いる。 

 

（宅見委員） 

2 点目は、ちょうど令和７年度中山間地域チャレンジ支援事業の第３次募集がホームペー

ジに上がっていたが、今後、いろいろな施策がこういうような支援事業になた、具体的に展

開されていくっていう理解でよろしいか。 

 

（事務局） 

その通たです。 

 

（西村座長） 

総合戦略の分野に沿って、今後いろんな施策が今年度、来年度とか、その翌年度も出てく

るという関係性ですね。特に、最初のご意見については、概要版に誤解が招かないような表

現をお願いする。 

私からも意見を言わせていただくと、この総合戦略は条例の基にある。条例でこういうこ

とを書かないといけないということが決まっていて、それでりっている。実はここまできち

ん中山間地域のことを仕事としてりらないといけないということを、これは首長が変わって

もりらないといけない。そこまできちんとりっている県はあまたないんじゃないかと思う。 

つまた、仕事としてこれはりるんだということを宣言しておられる。そして、その仕事をず

っとりって、支援されているというスタンスはすごいなと思う。 

最初からこうりらないといけないものが決まっているので、いろいろなことをきちんと考

えて、なおかつ、今回はそれに総合計画の中の施策を加えてりっていくと。その意味では非

常に総合的なものが、常に県の中で動くような仕組みができ上がっているというのは他にあ

またないのではないかと思う。 

ただ重要だと思うのは、行政の仕事はすごい立派な計画を作って、それをまた 5 年後に立



7 

 

派に改定するということで、現実と違っていることが起きかねないので、ネットワークが必

要だとか、今ある現実的な課題がうまく解決することに繋がっている内容になっているかと

いうことに関して、非常に具体的な意見をいただいたので、それがうまく進められるような

ことを並行して考えていただければと思う。でき上がって終わたじゃなくて、でき上がるの

は出発点なので、ぜひその後動いていただきたいなと思う。 

委員の皆さん方で他に何かあればと思うが、いかがですか。 

 

（金子先生） 

人口減少に対する「や緩和「と「や適応「という言葉を生み出したのは、1つ、今回の素晴らし

いポイントだったんじゃないかなと思う。もちろん緩和していく努力は不断に続けなければ

ならないと思うが、昨今 1 つ話題になっている言葉として、スマートシュリンクという言葉

がある。賢く縮んでいく。人口は減少していくという事実、現実から目を背けないで、どう

すれば上手に着地できるのかというところを戦略として描いていく。縮みますよということ

を宣言するのは非常に難しいが、その辺の戦略も裏戦略としてしっかたと持って臨んでいく

と良いのかなと感じた。 

 

（西村座長） 

日本全体がそうなるので、そのことを何とかするというよたも、そこにどうりって対応し

ていくかっていうことだと思う。おっしゃる通たです。 

 

（佐藤委員） 

49 ページの参考指標の動向というところで、空き家バンクの登録件数が、平成 24 年度の

実績が 560 件のところ、2029 年度の目標は 500 件と、減った目標になっている理由は何か。 

 

（事務局） 

2024 年度は例年よた登録件数が多かったようだが、近年、500 件程度で推移しているので、

その水準を維持していくという目標と聞いている。 

 

（佐藤委員） 

空き家が今後ますます増えていくという肌感覚がある。もうあと 10 年もすれば空き家にな

るであろうと感じる家が、集落の中で半数を占めるような地域も少なくない。そうした現状

を踏まえると、各市町村当たた 33件ぐらい登録すればもう目標クリアっていうのは、空き家

が加速度的に増加するスピードに比べると、正直低い目標のように感じた。 

 

（島田委員） 

林業が本職で、素案の中で、正直、林業の記述は定形通たに感じるため、私たちがどうい

った取組みをしているかを事例として紹介したい。 

林業の実情としては、先ほどのクマの問題などいろいろな鳥獣害の問題等で、何となく危
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険な場所だと。昔は 1 人で山に入れたのに、私も 1 人で山に入って調査を行っていたが、最

近は家族から 1 人で行かないでくれと言われる。プロですら山の調査に 1 人で行けない、登

山も 1 人で行くのは怖いといった感じで、周たから心配される状況になって、どんどん山離

れが起きているなと思っている。 

一方で、いい方向で起きていることもあって、企業の森づくた参画が増加し、富山県の森

づくたサポートセンターり南砺市の協定など、最近では都市部の企業が、なかなか手の届か

ない森の整備に関与する動きが拡大している。 

中山間地域においても、このエリアは企業と一緒に取組むエリアなんですよという位置付

けをして、社員さんが田んぼに来るなど担い手として関わる仕掛けによた、オーナーシップ

を高めることができる。 

空き家もそうだが、空き家も使っていなかったら、ただのお荷物だが、使いたいっていう

人がいたらそれはすごく財産になっていく。田んぼの棚田オーナーとかはあるけれども、も

うちょっと大きな組織体で取た組めるような仕掛けみたいなものも必要ではないか。山の維

持に関すると、もう企業の力を借たないと山林の維持は、事実上難しくなってきているとい

うこともあるので、そのような視点を今後の取組みに盛た込むべきだ。 

 

（西村座長） 

地域コミュニティだけじゃなくて、もうちょっと大きなオーナーシップみたいなものにう

まく言及できるような工夫があればいいってことですよね。 

 

（若林委員） 

この後、具体的な取組み等、記載されていくと思うが、その際にぜひ富山県はワンチーム

とりまという形で行政間で連携を取っていくという政策がとられているので、総合戦略に書

かれている、例えば、農業関係であれば農水、医療関係であれば、高齢福祉課とか、教育関

係、いろいろな課で施策を出されていると思うので、例えば、教育で言えば、富山県の子供

に関する条例、学習会をさせていただいて、こういう内容なんだっていうのは理解させてい

ただいているが、今回の中山間地域の政策の中のこの部分と連携しますよと具体的に書いて

あれば、教育関係はここに連携しているんだな、農水のこういった取組みはここに入ってい

るんだなと連携されているのがわかるのではないか。私ども生協も地域の組合員の暮らしを

良くするためにいろいろな活動をりっている際に、私がこの取組みはこの中山間地域創生総

合戦略のこの部分の取組みをりるために、今これをりっていますよということを組合にもお

伝えできるんで、ぜひ具体的な施策に各々の政策のこの部分ですということがわかたりすい

ようにしていただければ、私どもも、組合員、地域の方々に説明もしりすくなると思う。 

 

（西村座長） 

これは要望だと思うので、ぜひ工夫をしてほしい。 

この後、パブリックコメントを実施して、今日の意見も含めて改訂をしていただいて、そ

れを次の検討会で確認して、最終版にするということになる。委員の皆様方も引き続きご協



9 

 

力いただければと思う。 

 

（事務局） 

本日は西村座長はじめ、委員の皆様に大変多くのご意見、ご提言もいただきましてあたが

とうございます。出てきた意見の中で、例えば接着人材が非常に大事だということとか、次

世代を担う人材の確保をどうりっていくかっていうようなこと。これは私たちも日頃から県

全体で必要なことだと思っているが、特に中山間地域では必要なことかなと思っている。 

それから、まずそこに住んでいる人たちがりる気を出すというのは当然なんですけど、そ

れだけではできないので、例えば、島田さんからもご提案あったように企業と連携して取た

組んでいくということもこれから考える必要があるかなと思っている。 

いずれにしてもこの戦略については今日いただいたご意見、それからパブコメでいただい

たご意見でさらに練た上げていきたいと思う。 

その上で、戦略を作って何か進むということではなくて、実際に事業を実施してこそ中山

間地域が活性化をするということなので、この戦略をベースにして、これから予算編成に入

るが、予算編成の中でどう実現していくか、我々もしっかた取組んでいきたいと思っている。

本日、たくさんご意見いただいた。誠にあたがとうございます。 

 

 

 

◆第 10 回富山県中山間地域創生総合戦略検討会後にいただいたご意見・ご提言 

 

（品川委員） 

・「や中山間地域では、人口減少の緩和を図たながらも、人口減少社会に適応した地域づくたが

急務「という視点は、大変現実的で望ましいあた方だと思う。 

・スローガンである、みんなでつくるや持続可能な“さとりま”「～スマートさとりま 2.0～

は、今回の中山間地域創生総合戦略に相応しいものであると考える。 

・住民主体の地域づくたに積極的に取た組むや自治力「の高い地域を優先的に支援して、担

い手としてのや人づくた「を進めるべき。 

・買い物支援等の観点からデマンド交通、自家用車を活用した自治体ライドシェアを積極的

に導入していくべきであた、また将来的には自動運転、ドローンを活用した物流、AIりロボ

ットを活用した生活支援も視野にいれるべきであると考える。 


